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第６講 機械翻訳の新時代－トランスフォーマー 

革命と「生成ＡＩ」の驚異的進化 

【学習到達目標】 

 

・トランスフォーマー革命が生成ＡＩを誕生させたことを説明できる。 

・トランスフォーマー革命により機械翻訳精度が向上したことを説明でき
る。 

・ＡＩが産業、医療や農業等に応用されていることについて事例を挙げて
説明できる。 

 

１．トランスフォーマー革命  

第４次ＡＩブームの火付け役がトランスフォーマー革命です。２０１７年、ト

ランスフォーマーが、Ｇｏｏｇｌｅ社で開発されました。機械翻訳システムのた

めに発明されたものですが、今日生成ＡＩを開発するための基本技術となってい

ます。 

・ＡＩブームの歴史と予想 

歴史的にみれば、人工知能というのは今まで３回、ブームを迎えています。   

第１次ＡＩブームは１９５６年検索推論の時代で、ゲーム等が作られました。そ

れはビジネスにならないというので１回目の冬の時代を迎えます。       

第２次ＡＩブームは１９８０年知識の時代で、エキスパートシステムや機械翻訳

システムがつくられました。しかし、やはりビジネスにならないというので冬の

時代を迎えました。                            

第３次ＡＩブームは２０１３年からで、機械学習・表現学習の時代に入りまし

た。画像認識処理にＣＮＮ、自然言語処理にＲＮＮといったニューラルネットワ

ークが大活躍するようになりました。                     

第４次ＡＩブームは２０１７年ＣＮＮやＲＮＮを使わずに機械翻訳で最高性能を

更新する革命的なトランスフォーマーが出たことによって到来しました。アテン

ション（Ａｔｔｅｎｔｉｏｎ、注意機構）の時代と言うべきかもしれません。 

この後、２０３０年頃から雇用の大崩壊が起こるのではないか？ＡＩが労働者

に置き変わるのではないか？と言われています。 
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それから、シンギュラリティです。２０４５年にはＡＩが人類超えるのではな

いか？というようなことまで言われているわけです。 

さて、ある機械がＡＩであるかどうか判断する１つの方法は、チューリング・

テストと言われています。チューリング・テストはアラン・チューリングが最初

に考案したことで、壁の向こうに人と機械があり、同じように応答するようであ

れば、機械は人工知能ＡＩであると言えるということです。最初に有名になった

のが、第１次ＡＩブームのイライザです。イライザは、生成ＡＩの元祖「チャッ

トボット」（人工無能）です。精神分裂症の医者（ＡＩ）が、パラノイアの患者

（人）と話しします。イライザが患者に話かけ、人がそれに対して答えます。今

日でも「イライザ効果」として名前をとどめています。イライザ効果とは、自然

な会話を行う機械を目の前にした時、あたかも本物の人間と対話しているかのよ

うな錯覚に陥ってしまう現象のことを言います。 

 次に登場したのは第２次ＡＩブーム「ＭＹＣＩＮ」というＡＩで、専門家シス

テムです。ＭＹＣＩＮの専門医の知識は、「もし～何々ならば」という「ＩＦ 

ＴＨＥＮ」ルールの形で記述されていました。 

 第３次ＡＩブームでは、「コンピュータが目を持った」といわれるように、Ｃ

ＮＮ（畳み込みニューラルネットワーク）を使った画像認識のＡＩが注目を浴び

ました。自然言語処理では、ＲＮＮ（再帰型ニューラルネットワーク）を用いた

ニューラル機械翻訳システム（ＮＴＭ）が開発され使用されるようになりまし

た。しかし、ＲＮＮを用いたデーコダ（生成器）には、過生成、生成不足、原構

造無視などの誤動作が発生しました。この解決法として、色々な試みの中からト

ランスフォーマーが発明されました。  

・第４次ＡＩブーム 

２０２３年、宿題、レポート、コンピュータプログラム、小説や論文を書いた

り、翻訳する生成ＡＩ（チャットボット）であるＣｈａｔＧＰＴ,ＢａｒｄやＢ

ｉｎｇ ＡＩ等が登場しています。イライザに始まり生成ＡＩに至るチャットボ

ットは、人間と対話（チャット）するロボットです。 

・生成ＡＩの驚異的進化                                

トランスフォーマーを用いたＢＥＲＴやＧＰＴが登場し生成ＡＩの歴史が始ま

りました。ＢＥＲＴやＧＰＴの「Ｔ」は、トランスフォーマーの頭文字に由来

しています。 
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第４次ＡＩブームは、Ｇｏｏｇｌｅ社のトランスフォーマーの論文及び特許か

ら始まり、図の上側のＧｏｏｇｌｅ社のＢＥＲＴ、ＬａＭＤＡ、ＢａｒｄやＧｅ

ｍｉｎｉに至っています。                          

一方、オープンＡＩ社は、Ｇｏｏｇｌｅ社を師匠にしてＧＰＴ１、ＧＰＴ２、Ｇ

ＰＴ３を経てＧＰＴ３.５に発展させました。生成ＡＩ「チャットＧＰＴ」を２

０２２年公開し、２０２４年チャットＧＰＴをＧＰＴ４で運用しています。   

他方では、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ社が、オープンＡＩ社に巨額の出資し、チャット

ＧＰＴを自社のＢｉｎｇ ＡＩに搭載するようになったというのが２０２３年前

半までの状況です。 

一般的に、翻訳や文書分類、質問応答といった自然言語処理における仕事の分

野を「（自然言語処理）タスク」と呼びます。                  

生成ＡＩの歴史を見てみると、                         

２０１７年「Ｔｒａｎｓｆｏｒｍｅｒ」：Ｇｏｏｇｌｅ 社開発したニューラル

ネットワークアーキテクチャーです。２０１７年にオープンソース化しました。

元祖、大規模言語モデル（ＬＬＭ）です。                  

２０１８年「ＢＥＲＴ」：Ｔｒａｎｓｆｏｒｍｅｒによる双方向のエンコード表

現で、自然言語処理タスクの検索エンジンで活躍しました。          

２０２０年「GPT」シリーズ（Generative Pre-trained Transformer）：Ｏｐ

ｅｎＡＩ社が開発しているもので、事前学習済みの文章生成型のＴｒａｎｓｆｏ

ｒｍｅｒです。２０１８年，２０１９年，２０２０年，２０２２年,２０２３年

と大規模化しています。                          

２０２１年「ＬａＭＤＡ」（Language Model for Dialogue Applications）：    

対話アプリケーション用で自然な会話を実現する大規模言語モデルです。    

２０２２年「ＣｈａｔＧＰＴ」（チャットＧＰＴ，Chat-based Language 

Model for OpenAI's GPT）：対話システムや教育支援などで自然な会話を実現

する大規模言語モデルです。                        

２０２３年「Ｂｉｎｇ ＡＩ」（Bing AI Chat、 Copilot）：ＯｐｅｎＡＩ社の

ＧＰＴ４を用いた、自然言語処理技術を用いた検索エンジン型のＡＩです。  

２０２３年「Ｂａｒｄ」（Google Bard,正式名はＬａＭＤＡと同じ）：対話シ

ステムや教育支援などで自然な会話を実現する大規模言語モデルです。      

２０２４年「Ｇｅｍｉｎｉ」（Ｂａｒｄ改名）画像生成ＡＩとの合体型です。 

２０１７年以来、生成ＡＩは驚異的な進化をとげています。トランスフォーマ

ーの本質は機械翻訳のためのニューラルネットワークアーキテクチャーです。   
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第３次ＡＩブームで一番有名なのはＧｏｏｇｌｅ機械翻訳です。Ｇｏｏｇｌｅ

社で機械翻訳の精度をさらに向上させるために、何か方法がないかということで

発明されたのが、注意機構メカニズムとエンコーダ・デコーダモデルです。    

第４次ＡＩブームを引き起こした論文の題名は「あなたに必要な全ては注意機構

のみ」（出典：Ashish Vaswani et al. ”Attention Is All You Need”(2017),        

https://arxiv.org/1706.03762） 

トランスフォーマーは、注意機構メカニズムを介してエンコーダとデコーダを

接続します。トランスフォーマーの特長は次の３つです：            

１）ＣＮＮやＲＮＮと異なるモデル（エンコーダ・デコーダモデル）です。   

２）「注意機構」メカニズムのみに基づいています。             

３）機械翻訳のためのニューラルネットワークアーキテクチャーです。        

トランスフォーマーは、機械翻訳システムの翻訳精度を競うコンテスト「ＷＭＴ

２０１４」で、最高得点を獲得しました。具体的には、英語からドイツ語への翻

訳タスクで２８．４ ＢＬＥＵを、英語からフランス語への翻訳タスクで４１．

０ ＢＬＥＵを達成しました。これは、人間の専門家でも４０．０ＢＬＥＵ程度

なので人間を超えたと言えそうです。このトランスフォーマー・モデルの成果

は、８台のＧＰＵ で３．５日間トレーニングして得られました。 

・トランスフォーマー機械翻訳の発明 

第４次ＡＩブームのトランスフォーマー機械翻訳（ＴＮＴ）の誕生です。   

事前学習済のビッグデータを用い、エンコーダ・デコーダ方式で機械翻訳を行い

ます。トランスフォーマーは、第３次ＡＩブームを牽引してきたＲＮＮやＣＮＮ

を使わずに、機械翻訳精度を当時の最高得点を獲得したことから、大きな注目を

集めることとなりました。このような経緯でトランスフォーマーによって大規模

言語モデルＬＬＭと生成ＡＩが登場するようになりました。最近では、ＧＰＴ４

-Ｔｕｒｂｏや国産生成ＡＩが登場し始めています。 

・トランスフォーマーの学習方法 

トランスフォーマーの学習方法は訓練フェーズと推論フェーズに分かれます。

まず訓練フェーズでどんどん大量のデータを教え込みます。例えば、英語の

「How is the weather Today」は、スペイン語では「Qué tiempob hace 

hoy」になると教え込んでいきます。 
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フランス語だったりスペイン語だったり、どんどんどん教え込ませ、そして次

に来る語（トークン）は何になるというような穴埋めのメカニズムでどんどん覚

えさせていきます。推論フェーズでは、それに対して、穴埋めしながら生成して

くれるというような学習方法になっているわけです。 

・アテンション 

アテンションは何かというと、注意する場所を特定するということです。例え

ば、元画像の猫を見て、目と鼻に注目する場合、アテンションスコアをかぶせて

新しい表現として取り出します。これが自己注意機構（Self-Attention：セル

フ・アテンション）です。穴埋めさせるという意味でこれを「自己教師あり学

習」とも言います。 

・自己注意機構で文脈理解 

トランスフォーマーでは、入力が入ってくると、それぞれトークンというテキ

ストの最小単位に分割して、それをベクトル化してトークンベクトルにします。

トークンベクトル毎に、アテンションスコアというものをつけます。 

類似度の値が０～１の範囲になるように、ソフトマックス関数でスケーリング

乗算を行い、最終的に重み付けたトークンベクトル作成し、文脈を意識したベク

トルが取り出せるという仕組みです。 

例えば１）「The animal didn‵t cross the street because it was too 

tired.」と２）「The animal didn´t cross the に street because it was too 

wide.」では、１）の「it」が「animal」を２）の「it」が「street」だという文

脈処理できます。 

第４次ＡＩブームを引き起こしたトランスフォーマーには、エンコーダ・デコ

ーダ、エンコーダのみ、デコーダのみの３種類の構成が存在します。トランスフ

ォーマーでは、エンコーダによるテキストのベクトル表現化（入力された埋め込

み）に対して、キー（KEY）、クエリ（query）、バリュー(value)の３つの異

なる埋め込み（ベクトル表現）を計算します。 

・生成ＡＩの教育利用 

２０２３年７月４日永岡桂子文部科学大臣記者会見で、生成ＡＩの学校での利

用についての文部科学省の暫定的なガイドラインが公開されました。 
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文部科学省の暫定的なガイドラインの内容は以下の通りです。         

①発達段階を踏まえた、事前に生成ＡＩの性質を十分理解させることが可能かを

見極めた上で活用する。                          

②「教育活動の目的を達成する上で効果的か否かで判断すべき」との考えから、

１）活用が適切でない例、２）活用が考えられる例の両方を示している。    

③今後、懸念やリスクに十分対応が講じられる一部の学校で、パイロット的取組

を実施し、成果・課題を検証する。というガイドラインです。  

小学校と中学校の授業での生成ＡＩの活用法を教えてください」と、チャット

ＧＰＴとＢａｒｄについてそれぞれ質問しました。 

 チャットＧＰＴの回答を要約すると、「授業で様々な活用法があります。１）

質問応答のサポート、２）文章の添削や修正、３）創造的なライティングのサポ

ート、４）計算や数学のサポート、５）外国語の学習 ツールとしての利用に適

しており、教師や指導者の役割を置き換えるものではありません。」でした。 

Ｂａｒｄの回答を要約すると、「例えば BARD は次のようなことができます  

１）生徒の質問に答える、２）生徒に創造的なコンテンツを書くように依頼する

３）生徒に言語を翻訳させる、４）生徒に知識をテストする、５）生徒が研究を

行うのに役立つ、６）生徒に個別化された指導を提供します、７）授業を豊かに

強化する強力なツールです」でした。 

違いの１つは、チャットＧＰＴは１つの回答ですが、Ｂａｒｄは３通りを出し

てきます。ちなみに、チャットＧＰＴを使ったＢｉｎｇ ＡＩは、説明の根拠と

して３つのＵＲＬを提示しています。 

 

２ 機械翻訳精度の向上 

 コンピュータの機械翻訳精度は着実に向上を続けています。これはチューリン

グテスト・レベルの課題「そのテストで人間並みの結果を出すには、人間並みの

完全な言語理解を要求される」ので、人間の能力と競い合う最後の用途のひとつ

です。南カリフォルニア大学のコンピュータ科学者、フランツ・ヨーゼフ・オッ

ホは、どんな言語間でも、わずか数時問から数日で新しい翻訳システムを作りだ

せる手法を開発しました。必要なのはいわば「ロゼッタストーン」です。ある言

語の原文テキストと、それを別の言語に翻訳したものだけなのだが、システムを

作るには数百万語分の翻訳された文章が必要となります。 
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これは、言語学者が苦心しながら、やたらに例外がある文法規則をコード化し

て作っている機械翻訳システムとは、じつに対照的です。オッホの機械翻訳シス

テムはアメリカ商務省の国立標準技術研究所が実施している翻訳システムコンテ

ストで当時の最高得点を記録しました。 

・ＲＮＮＬＭ型デコーダによる自然言語生成技術 

人間の日常的な会話で発生する自然言語生成では、常に厳密な文の構造を意識

しながら単語の選択を行っているとは考えにくいといいます。話者が話そうとす

る情報に基づいて、前後の単語同士が流暢に接続するよう順に単語を選択してい

るととらえるのが妥当です。この動きを実際の文生成システムに当てはめて考え

ると、入力データと初期状態を受け取り、出力文の単語を逐次的に出力するオー

トマトン（自動機械）の一種としてとらえることができます。 このオートマト

ンに必要となるのは、現在のシステムの状態に基づき、出力単語列の言語として

の流暢さを考慮した上で、次回の出力として最も妥当な単語を決定する仕組みで

す。この仕組みは「言語モデルと」呼ばれます。 

 言語モデルの本質は「過去の入力系列から次回の出力単語の分布を求める確率

モデル」です。リカレントニューラルネットワーク言語モデル「ＲＮＮＬＭ」

（Recurrent Neural Network Language Model)はその代表的なものです。 

・エンコーダ・デコーダモデル 

  ニューラルネットワークにより構成されたエンコーダをデコーダに接続する

ことで、エンコーダとデコーダ双方を単一のニューラルネットワークと見なして

同時に学習することが可能となります。このように、中間データを介してエンコ

ーダとデコーダが対向する形で構成されたニューラルネットワークは、「エンコ

ーダ・デコーダモデル」と呼ばれます。 

  最も初期のエンコーダ・デコーダモデルとして、エンコーダにもデコーダとほ

ぼ同様のＲＮＮを備えたエンコーダ・デコーダ機械翻訳モデルが挙げられます。 

これに注意機構を加えたモデルは、現在の機械翻訳システムの主流の構成法で

あり、２０１４年頃から著名な機械翻訳コンペティションにおいて、次々と最高

精度を達成し続けています。２０１７年にはトランスフォーマー機械翻訳システ

ム（ＴＭＴ）が発明され今日に至っています。 
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Ｇｏｏｇｌｅ社が２０１６年に発表した機械翻訳システム「ＧＮＭＴ」

(Google Neural machine Translation)で、例えば「l have an apple」を「私

はりんごを持っている」に翻訳する場合、まずエンコーダが英単語「I」

「have」「an」「apple」を順に読み込み、中間データである初期状態ベクト

ルを生成します。 デコーダは初期状態ベクトルを受け取り、自身の状態遷移に

したがって単語列「私」「は」「りんご」「を」「持っ」「て」「いる」を生成

します。このモデルの場合、初期状態ベクトルが入力文に関する情報を全て蓄え

ていることは明らかです。  

エンコーダ・デコーダ機械翻訳モデルは入出力がともに可変長の単語列である

ことから「Ｓｅｑｕｅｎｃｅ ｔｏ Ｓｅｑｕｅｎｃｅモデル」とも、「Ｅｎｄ 

ｔｏ Ｅｎｄモデル」とも称することがあります。 

様々な入力に対して有効性が期待されるエンコーダ・デコーダモデルですが、

従来型の自然言語生成システムには存在しなかった特有の問題が複数存在するこ

とも報告されています。主な問題は「過生成」、「生成不足」や「原構造無視」

です。                                    

過生成とは、デコーダの状態遷移が何らかの不動点に陥ってしまい、例えば「り

んご」という同じ語を繰り返し、出力し続けることです。           

生成不足とは、逆に、本来必要な状態遷移の一部をスキップしてしまったがため

に、入力として与えられた情報の一部のみが自然言語として出力されてしまうこ

とを示します。                              

原構造無視とは、誤動作で原文の構造を無視して出力することをいいます。   

これら問題がどんな条件で発生するのかは今のところ詳しい解析がなされていま

せん。 モデルの構造を工夫することによって、間接的に回避するための手法も

研究されていますが、今後の更なる研究が必要です。 

 

３ 産業におけるＡＩ活用 

・経団連のＡＩ活用戦略 

「ＡＩの活用戦略」ということで、２０１９年２月１９日経団連が「ＡＩ活用

戦略」と題して発表したもので、経団連でまとめたＡＩ Ｒｅａｄｙ化を測るア

ンケートもあります。ＡＩ Ｒｅａｄｙな企業の５段階レベルの何処にいるかを

自己診断できるようになっています。 
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・ものづくり領域における応用事例 

  産業（ものづくり）分野においては、さまざまな工程で自動化が進められて

きました。一方、現状においても一部「人が持つ能力・感覚に頼った工程」が存

在します。このような工程では、担当者ごとに習熟度の差が存在することや、担

当者への負荷が高くなるという課題があります。この課題の解決を目指して「デ

ィープラーニング等技術を活用したアプローチ」が試され始めています。 

・自動車ギヤ不良品検出 

  製造業では、そもそも不良品が発生する頻度が少ないことから「不良品に関

するデータを学習させること」自体が難しい状況にあります。次の事例では

「（大量に準備することができる）良品データのみから特徴を抽出し、その特徴

との差分を利用することで不良品を検出」するアプローチを採ることにより、

「不良品データが少ない環境下」での不良品検知を実現しています。 

【事例】２０１８年２月からの武蔵精密工業株式会社と株式会社ＡＢＥＪＡ取り

組みはその一例です。自動車部品(ベベルギヤ)完成品に対する自動検査への応用

となっています。                             

①オートエンコーダをはじめとした複数のロジック手法を組み合わせ、良品デー

タのみから不良品を判断という仕組みです。                 

②人による目視検査に近い精度を実現。人に頼らざるを得なかった検査工程を自

動化することにより、生産効率の大幅な向上を目指しています。  

        

４ 医療領域における応用事例 

医療分野では、主に「診断支援」・「創薬」・「ゲノム解析」領域にて、ディ

ープラーニング技術が活用されています。 "ごく早期"のがんは医師でも見つけ

にくく、見逃してしまうおそれがあると言われています。ディープラーニングが

持つ特徴抽出能力を、このような診断支援領域に適用することにより「医師への

負担緩和および見落としリスク低減」を目指す取り組みが拡がっています。 

・胃がんを検出する内視鏡画像診断支援 

 慢性胃炎の中から胃炎に類似している胃がんを拾いあげることは、経験を積ん

だ医師でも難しいケースがあると言われています。 
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次の事例は「内視鏡画像からの胃がん検出」領域において、（医師の診断を支

援する用途としてＣＮＮを活用している試みです。 

【事例】２０１８年１月からの公益財団法人がん研究会有明病院と株式会社Ａｌ

メディカルサービスの取り組み事例です。ＣＮＮを活用し、内視鏡画像から胃が

んを検出するというものです。                       

①６㎜以上の胃がんを熟練の内視鏡医レベルに匹敵する精度で発見します。   

②１画像の診断にかかる時間は約０．０２秒であり、人間の解析速度を遥かに凌

駕しました。                               

③本事例発表時においてＡＩを活用した胃がん内視鏡診断支援システムの報告は

なく、本報告は世界初の快挙です。 

・大腸内視鏡検査支援 

 「大腸の内視鏡険査」支援事例です。 内視鏡医がポリープを肉眼で険査する

際、「サイズが小さいもの」や「形状が認識しにくいもの」は見逃されるケース

があるとも、言われています。次の事例では、ディープラーニングを活用した技

術等を用いることにより、「内視鏡医による病変発見をサポート」するアプロー

チが採られています。                            

【事例】大腸の内視鏡検査時に撮影される画像に、深層学習を活用したＡＩ技術

等を用いることにより、大腸がんおよび前がん病変を自動検知（内視鏡医の病変

の発見をサポート）します。２０１７年７月から、国立研究開発法人国立がん研

究センターと日本電気株式会社/国立研究開発法人科学技術振興機構と国立研究

開発法人日本医療研究開発機構が実施した事例ですが、（２０１７年７月)前が

ん病変としてのポリープと早期がんの発見率９８％でした。動画各フレームにお

ける検知”と“結果表示”を約３３ミリ秒以内(３０フレーム/秒)で行うことに成功

しましたこれらの情報は、医師に対して、リアルタイムにフィードバックするこ

とが可能です。 

・広角眼底画像を用いた網膜はく離判定支援 

 次の事例は「、診断補助」領域の「眼底画像を用いた網膜はく離判定」です。

【事例】２０１７年８月から社会医療法人三栄会ツカザキ病院眼科と（株）Ｒｌ

ｓｔの取り組み事例です。                         

①失明に直結する疾患である網膜剥離眼と正常眼を、網膜の広角画像のみから判

別します。 
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②広角眼底画像を用いたＡＩによる網膜剥離判定ＡＵＣ９８％の精度でした。広

角眼底画像とは、健診などで主に用いられている従来型非散瞳眼底力メラの４倍

以上の画角を持ち、わずか２㎜の自然瞳孔下から眼底の８０％のエリアを掻影可

能です。                                 

③診断見落としを防ぐ二重チェックシステムへの応用や、眼科医療過疎地に対す

る遠隔診療への応用、健診による早期発見などへの応用を想定しています。 

 

５ 農業における応用事例 

日本社会全体で高齢化が進む中、農業分野においても「今後、数年の内に「離

農」する農家が増加」してくることが予想されています。 

・収穫・仕分け支援 

農業における各プロセスの中でも、「収穫・仕分け作業」は、作業者に大きな

負担が発生する作業であり、「労働力不足」が課題にあげられる中、当該作業を

支援する収穫ロボットの研究が進められています。 

【事例】２０１８年５月からのパナソニック株式会社の取り組みです。      

トマト収穫ロボットに、ディープラーニングを用いた画像認識技術を採用してい

ます。重なり合って見えにくいトマトの検出等、検出率向上に寄与しています。

果実検出用に、農園で撮影した画像から果実画像を２，０００枚準備し、「学習

済みＰＶＡＮｅｔモデル」をファインチューニングして、検出モデルを作成しま

した。果梗(かこう、果実の柄になっている部分)認識には、セマンティック・セ

グメンテーションアプローチを採用しています。「画素ごとに果実、主茎、果

梗、その他背景の分類にラベル付けを行った１，０５０枚の画像」を用いて学習

しています。 

・ピンポイント農薬散布 

 害虫駆除を目的として、畑全面に農薬を散布する際に(害虫は畑に「点在」し

ているため)必要のない箇所にも散布してしまっていることがあります。 散布

する農薬を減らすことが出来れば、生産コストの抑制にもつながることから、次

のような取り組みが行われています。 
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① 大豆畑上空においてドローンを飛行させ、畑全体を撮影します。(マルチス

ペクトル撮影機活用) 

②大豆の害虫である「ハスモンヨトウ(蛾)の幼虫」が居そうな位置(注)を探し出

し、農薬を当該箇所にピンポイントで散布します。 

【事例】２０１７年１２月からの株式会社オプティムの取り組み事例です。      

結果、通常栽培と比較して使用する農薬量を１/１０以下に抑え、収量・品質を

従前までと同等とすることに成功しました。                  

(注)ハスモンヨトウの幼虫は、日中、葉の裏に隠れており、上空から直接は検知

できないが、「大豆の葉をハスモンヨトウの幼虫が食べるに従って、葉の色が変

色する」ことを利用することで、害虫が存在することを検知しています。 

 

課 題 

  

 ＡＩが作った小説、論文、楽曲やプログラム等の著作権はＡＩにあるか？に

ついて考察し，あなたの考えを 800 字で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


